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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

 実習企業・機関 大仙市役所 

実習期間 令和  ２ 年  ２ 月   ４日 ～ 令和  ２ 年   ２月  ７日 

学生氏名 佐藤 郁哉 

実習プログラム ２月４日 総合防災課 

８時３０分～９時 総合防災課の概要説明 

９時～１２時 空き家現場調査同行  

１２時～１３時 休憩 

１３時～１５時４５分 空き家地図印刷準備作業 

１５時４５分～１６時 まとめの時間 

２月５日 総合防災課 

８時３０分～１２時 水道ポンプ移動作業 

１２時～１３時 休憩 

１３時～１５時４５分 消防団事務補助 

１５時４５分～１６時 まとめの時間 

２月６日 まちづくり課 

８時３０分～９時 オリエンテーション 

９時～１０時 まちづくり課の仕事 

１０時～１２時 地域おこし協力隊の仕事 

１２時～１３時 休憩 

１３時～１５時 地域コミュニティ関係 

１５時～１６時 公共交通関係 

１６時～１６時３０分 まとめの時間 

２月７日 まちづくり課 

８時３０分～１０時 公共交通関係 

１０時～１１時 地域おこし協力隊の仕事 

１１時～１２時 移住・定住促進関係 

１２時～１３時 休憩 

１３時～１６時 大仙市のこれからを考える 

１６時～１６時３０分 まとめの時間 
 



学び・気づき 

（300 字程度） 

大仙市役所でのインターンシップでは、まちづくり課、総合防災課での活動を行

いました。総合防災課では空き家問題に対して所有者を特定したり、解体すれ

ば援助金を出したりして少しでも空き家問題をなくすように取り組んでいま

した。このように空き家を放置したままにせずにしっかり対策することによ

り自分たちの町が綺麗になっているように感じ良かったです。その他でも内

水排除するための水道ポンプの移動なども行いました。 

まちづくり課では住んでいる住民の方々が望んでいることを叶えるという業

務の大変さを学びました。スーパーがなくなり買い物ができない人に対し南

外村ではさいかい市という市場を開きました。これにより地域の方々の暮ら

しが豊かになり、さいかい市が地域の特色になっているのがいいことだと思

いました。また最後には大仙市の未来を考えるなど自分自身にとって有意義

な時間になりました。 

 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

このインターンシップに参加しまちづくり課、総合防災課この２つの行って

いる具体的な内容を知ることができた。インターネットなどで調べるだけで

なくこのように実際の活動に参加することによって得られる経験値が多いと

思いました。この経験を活かし自分から進んで行動することを大事にしてい

きたいと思います。ここでのインターンシップを通して公務員になりたいと

いう気持ちがさらに強くなりました。今後は少しずつ公務員対策の勉強を行

っていきたいです。また大仙市役所の A さんのお話だと今は宅建資格を持っ

ている人が少ないので困っていると言っていました。よって大学在学中に宅

建資格の勉強もがんばりたいと思います。そして勉学の他にも大学生だから

できることがきっとあるはずです。今後後悔しないためにも時間の使いかた

を無駄にしないように努力していきたいです。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

この大仙市市役所で、総合防災課とまちづくり課で実際に活動させていただきま

した。そこで気づいたことは大仙市に住む人たちが少しでも豊かに暮らせるよう

に取り組んでいるという点です。今回は２つのところしか活動を体験することが

できませんでしたが、他の課もより良い町にするために様々な業務に取り組んで

いました。このように自分の住んでいる町を自らの手でより良くすることができ

るということに関してはとてもやりがいのある仕事だと思いました。このインタ

ーネットを通してこれまでは漠然としか考えていなかった公務員について強く意

識するようになり将来に進路を考える上で大変貴重な経験になりました。 



写真（1～3 点） 

  


